
プラ核の年会は秋の開催だが，

春三月はいろいろな学会の季節で

ある．他学会参加の上京ついでに大学時代の友人と再会

し，居酒屋で一席設けて与太話に花を咲かせていた．その

時の一幕を紹介しよう．

「ところで俺は商社の人間で，よくわからんのだが，例の

理研の女の子，学位返上までなるのか？」「まだ，あれこれ

もめているから，彼女がクロともシロとも言えないが，仮

にクロだとしても返上はあり得ないだろう．」「なぜそう言

い切れる？」「博士の学位を出す出さないは大学の教授会の

決定事項で，例え申請者といえども一旦決定した学位を簡

単に無効にはできない．むろん，彼女の学位を出したW

大学の方から取り消し処分を行うことはできるが，その場

合，一度は認めた教授会メンバー全員，特に学位論文の主

査や副査の先生方の責任を問われなければならない．」「そ

うなのか？」「彼女が博士論文を出して，いったんは教授会

で認めたという事実は絶対に消えない．ネイチャーの論文

撤回も同様に難しい．科学者が学術雑誌に論文を出す時に

は著作権譲渡という手続きをする．だから自分の論文で

あっても後からは自由にできない．もし，今回の騒動で注

目を浴びたことを吉と判断するなら，ネイチャーは撤回を

認めないだろう．大体，ネイチャーにそんなことする暇が

あれば，もっとまともな論文レフリーを雇えって．論文に

問題があるなら，始めに掲載不可とすべきだったんだ．」

「お前，随分あの娘の肩をもつなあ．」「バカいえ．俺だっ

て，昔，論文では随分嫌な目にあったんだ．今回も，共著

者連中の態度が一番気に入らん．未熟な行為と非難するな

らわからんでもないが，未熟な人物と個人バッシングする

だけで，自分らの責任にはほおかむりしている．いい大学

の先生が，彼女の仕事はわかりませんとテレビでしゃあ

しゃあと言うとはなさけない．じゃあなんで共著になった

んだ？論文共著者として名前を連ねることの意味をもっと

シリアスに……．」「わかった，わかった．今夜はとことん

飲もう．」 （松浦寛人）
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